
第 8回 CO2環境対策技術研究会 
日時：2010年 10月 18日(月)13：30～16：50 

場所：新日本製鐵君津製鐵所 

 
 
 
 
 
 第 8 回研究会は新日本製鐵㈱君津製鐵所を訪問し、君津製鐵所内の関連施設を見学させ
て頂き、その後「新日本製鐵の地球温暖化への取り組み」の講演を聞き、意見交換する企

画でした。講演会・見学会参加者は 12 名、交流会参加は 11 名でした。 
  
スケジュールと内容は以下のとおりである。 
１. 集合：２０１０年１０月１８日（月）１３時００分  

集合場所：JR内房線木更津駅西口→タクシーで君津製鐵所本館正面入り口へ 
２. 見 学：１３：３０～１５：１５ 君津製鐵所構内をバスで見学。プラスチックリサ 

                イクル設備と厚板工場は工場内を見学した。 
３. 説明会：１５：１５～１５：４０ 君津製鐵所本館内会議室 
４. 講演会：１５：４０～１６：５０ 君津製鐵所本館内会議室 
５. 交流会：１７：１５～１８：４５ 魚民木更津西口駅前店 
 
１. 見学 

プラスチックリサイクル設備内を見学。廃棄物として回収したプラスチックを成型し

たものを石炭粉に加えてコークスを作っている。ここはプラスチック処理施設である。 
コークスは石炭粉 99％、プラスチック 1％の割合で混ぜたものを無酸素状態で加熱し
て製造するとのこと。 
バスで移動して第二高炉、第三高炉、焼結工場等の脇を通り、第四高炉の近くにバス

を止める。 ここから工場の外観を見ながら説明を聞く。 
次に厚板工場に移動し、工場内のスラブから厚板を製造するラインを見せて頂いた。 
1,200度のスラブがローラーの上を流れて厚板に整形されるが、かなり高い所から見学
していても暑い。工場には社員 3,400 人、協力者を含めると 1 万人の人が働いている
と説明があったが、工場内にはほとんど人がいない。工場敷地内は撮影禁止なので写

真はありません。 
 
君津製鐵所の概要 
 君津製鐵所発足  1965.2. 
 敷地面積     1,219万m2 

 09年度粗鋼生産高 7,863千トン 
 高炉稼動基数   3（第二高炉～第四高炉、第一高炉は解体中） 
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２. 説明会 
工場敷地内をバスで見学の後、

今回の見学会をアレンジして

頂いた中澤さんから、パンフ

レットを使って工場の施設配

置等について説明があった。

中澤さんには、バス内からの

見学、工場内の見学も全て案

内して頂いた。 
 
 
 
 

 
 
 
３. 講演会   

新日本製鐵㈱君津製鐵所 資源エネルギー部長の原田健夫氏から「新日本製鐵の地球

温暖化への取り組み」と題して約 1 時間講演をして頂いた。その後、熱心な質応答が
あって講演会を終了し

た。 
 
 
会員の受講風景 
広い会場に参加者 12
名である。 
 
 
 
 
 

 
今回は、一般の見学コースであったため、技術者としてはやや内容不足であった。 
次回再見学する際は、もっと詳細な案内が出来ますと回答を頂いた。 
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新日本製鐵君津製鐵所全体写真と位置図（以下君津製鐵所のパンフレットから） 
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４.交流会 
１) 参加者は、村上会長、
大石副会長など含め

11名。 
２) 魚民木更津西口駅前
店で開催 

３) 空いている時間帯で
ゆっくり話が出来ま

した。  
    
 
 

 
 
 参加者の皆さん 総勢 12名 君津製鐵所本館前で 水沼成順さん提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 
（文責：内藤 堅一） 
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